
 

第 34期 東京都青少年問題協議会 

 第１回若年支援部会 

 

     令和６年６月 14 日（金曜日） 

午後５時 45分～午後７時 15分  

第一本庁舎 34階北塔 34Ａ会議室  

 

次    第 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶（東京都生活文化スポーツ局生活安全担当局長） 

３ 委員紹介 

４ 部会長選任 

５ 審議事項「東京都子供・若者計画の改定について」 

  ・「第１章 計画の策定に当たって」 

  ・「第２章 計画の『理念』・『基本方針』」 

・次期計画の構成について 

・数値目標 

６ 意見交換 

・困難を抱える若者へのヒアリング事項 

７ 事務局連絡 

８ 閉 会 



① こども・若者を権利の主体として認識し、

その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、

こども・若者の今とこれからの最善の利益を図る

② こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、

その意見を聴き、対話しながら、ともに進めていく

③ こどもや若者、子育て当事者のライフステージに応じて

切れ目なく対応し、十分に支援する

④ 良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、

全てのこども・若者が幸せな状態で成長できるようにする

⑤ 若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、

多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の視点

に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む

隘路の打破に取り組む

⑥ 施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、

地方公共団体、民間団体等との連携を重視する

東京都子供・若者計画（第３期）の構成案

① ライフステージを通した重要事項

② ライフステージ別の重要事項

③ 子育て当事者への支援に関する重要事項

東京都子供・若者計画（第２期）の構成

施策の重要事項

こども大綱と東京都子供・若者計画（第２期・第３期）の構成比較

こども大綱の構成

基本的な方針

① こども・若者の社会参画・意見反映

② こども施策の共通の基盤となる取組
（EBPM・人材育成・支援体制構築・情報発信・意識改革）

③ 施策の推進体制等

施策推進の必要事項

施策推進の視点

① 一人ひとりの子供・若者の最善の利益を尊重する点

（当事者である子供・若者の目線に立って意見を聞き、支援に反映）

② 子供・若者の状況に応じて支援する視点

（子供・若者のライフステージを見通した切れ目のない支援を継続的に行う）

③ 子供・若者の支援に社会全体で重層的に取り組む視点

施策推進の視点

① 子供・若者を権利の主体として認識し、権利を保障し、

一人ひとりの子供・若者の今とこれからの最善の利益を

尊重する視点

② 当事者である子供・若者の目線に立って意見を聞き、

対話をしながら支援に反映する視点

③ 子供・若者のライフステージを見通した切れ目のない支援を

継続的に行う視点

④ 全ての子供・若者が幸せな状態で成長できるよう、

良好な成育環境を確保する視点

⑤ 子供・若者の支援に社会全体で重層的に取り組む視点

基本方針Ⅰ

■ 全ての子供・若者の健やかな成長と社会的自立を支援

１ 社会的自立に向けた「基礎」の形成

２ 社会形成、社会参加できる力の育成

３ 社会的・職業的自立を支援 ４ 学びの機会の確保

基本方針Ⅱ

■ 社会的自立に困難を有する子供・若者やその家族への支援

１ 困難な状況ごとの取組 ２ 被害防止と保護

基本方針Ⅲ

■ 子供・若者の健やかな成長を社会全体で支えるための環境整備

１ 家庭の養育力・教育力の向上

２ 学校・家庭・地域が一体となった子供・若者の育成

３ 子供・若者の育成環境の整備

基本方針Ⅰ・Ⅱ

※ 東京都子供・若者計画（第２期）と同様

基本方針Ⅲ

推進体制等の整備

１ 都における計画の推進体制 ２ 区市町村の役割

３ 関係機関との連携の強化、人材の養成

推進体制等の整備

１ 子供・若者の社会参画・意見反映

２ ＥＢＰＭ体制の構築

３ 都における計画の推進体制 ４ 区市町村の役割

５ 関係機関との連携の強化、人材の養成

６ 情報発信・意識改革

※ こども大綱の「ライフステージを通した重要事項」

「ライフステージ別の重要事項」の要素を反映

※ １～３まで東京都子供・若者計画（第２期）と同様

※ こども大綱の「ライフステージを通した重要事項」

「ライフステージ別の重要事項」の要素を反映
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参考：子ども・若者計画策定状況（都道府県・区市町村・都内）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

子ども・若者計画策定状況（都道府県） 子ども・若者計画策定状況（政令指定都市）

若い世代ほど、インターネット空間を居場所と捉えている 日本は6か国中最下位であり、他国に差をつけて低い大半の政令指定都市が既に計画を策定している大半の都道府県が既に計画を策定している

策定済 未策定

44

（94％）

３

（６％）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

区市町村単位では、計画の策定があまり進んでいない

策定済 未策定

子ども・若者計画策定状況（区市町村）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

策定済 未策定

1８

（90％）

２

（10％）

※政令指定都市除く

77

（4％）

1,644

（96％）

子ども・若者計画策定状況（都内区市町村）

都道府県内での区市町村の計画策定割合は、東京都内が一番高い

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

策定済 未策定

21

（34％）

41

（66％）
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参考：子ども・若者支援地域協議会設置状況（都道府県・区市町村・都内）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

子ども・若者支援協議会設置状況（都道府県） 子ども・若者支援協議会設置状況（政令指定都市）

若い世代ほど、インターネット空間を居場所と捉えている 日本は6か国中最下位であり、他国に差をつけて低い都道府県と比較すると、協議会の設置は大きく進んでいない大半の都道府県が既に協議会を設置している

設置済 未設置

42

（89％）

5

（11％）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

区市町村単位では、協議会の設置があまり進んでいない

設置済 未設置

子ども・若者支援協議会設置状況（区市町村）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

設置済 未設置

14

（70％）

6

（30％）

※政令指定
都市除く

78

（5％）

1,643

（95％）

子ども・若者支援協議会設置状況（都内区市町村）

都内区市町村でも、協議会の設置はあまり進んでいない

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

設置済 未設置

8

（13％）

54

（87％）



参考：子ども・若者総合相談センター設置状況（都道府県・区市町村・都内）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

子ども・若者総合相談センター設置状況（都道府県） 子ども・若者総合相談センター設置状況（政令指定都市）

若い世代ほど、インターネット空間を居場所と捉えている 日本は6か国中最下位であり、他国に差をつけて低い政令指定都市においても、総合相談センターの設置は半数を下回る都道府県における総合相談センターの設置は、半数を下回る

設置済 未設置

21

（45％）

26

（55％）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

区市町村単位では、総合相談センターの設置があまり進んでいない

設置済 未設置

子ども・若者総合相談センター設置状況（区市町村）

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

設置済 未設置

9

（45％）

11

（55％）

※政令指定
都市除く

79

（5％）

1,642

（95％）

子ども・若者総合相談センター設置状況（都内区市町村）

都内区市町村でも、総合相談センターの設置はあまり進んでいない

（出典）内閣府「令和４年版 子供・若者白書」を基に作成

設置済 未設置

7

（11％）

55

（89％）



■ 東京都子供・若者計画（第3期）の数値目標案

若者部分（18歳～）

設問 R5調査結果 備考 設問予定

1
「毎日たくさん笑っている」

と思う子供の割合
64.0%

「『未来の東京』戦略」政策目標

（2030年までに80％）

「毎日たくさん笑っている」

と思う若者の割合

2
「自分の行動で社会を変えられる」

と思う子供の割合
47.8%

「『未来の東京』戦略」政策目標

（2030年までに65％）

「自分の行動で社会を変えられる」

と思う若者の割合

3
「今の自分の生活に満足している」

と思う子供の割合
60.5%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「今の自分の生活に満足している」

と思う若者の割合

4
「今の自分が好きだ」

と思う子供の割合
49.9%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「今の自分が好きだ」

と思う若者の割合

5
「自分の考えをしっかり持つことは大事だ」

と思う子供の割合
94.2%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「自分の考えをしっかり持つことは大事だ」

と思う若者の割合

6
「困っていたら近所の人が助けてくれる」

と思う子供の割合
72.4%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「困っていたら近所の人が助けてくれる」

と思う若者の割合

7
「自分の意見が採用される」

と思う子供の割合
71.8%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「自分の意見が採用される」

と思う若者の割合

8
「自分には、夢や目標がある」

と思う子供の割合
63.5%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「自分には、夢や目標がある」

と思う若者の割合

9
「東京が好きだ」

と思う子供の割合
90.5%

とうきょう こどもアンケートより

（こども大綱を参考）

「東京が好きだ」

と思う若者の割合

10
「自分は他人から必要とされている」

と思う子供の割合
45.9%

とうきょう こどもアンケートより

（孤独・孤立の指標として活用）

「自分は他人から必要とされている」

と思う若者の割合

子供（～18歳）
No

資料４



 

 
 
 
 第34期東京都青少年問題協議会 若年支援部会名簿 
 
【若年支援部会】                                 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏  名  所  属  等 

井  利 由  利 

小 西 暁 和 

新  保  幸  男 

杉 浦 ひとみ 

土 井 隆 義 

堀    有 喜 衣 

公益社団法人青少年健康センター茗荷谷クラブ 

早稲田大学法学学術院教授 

神奈川県立保健福祉大学教授 

弁護士、東京アドヴォカシー法律事務所 

筑波大学教授 

独立行政法人労働政策研究・研修機構 統括研究員 

 
 
【事務局】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏  名  所  属  等 

竹  迫 宜  哉 

村 上   章 

山 本   理 

栃 折 晃 平 

生活文化スポーツ局生活安全担当局長 

生活文化スポーツ局若年支援担当部長 

生活文化スポーツ局都民安全推進部若年支援課長 

政策企画局計画調整部計画調整担当課長 

資料５ 


